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一
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
Jコ
h 、
て

回

杉

競

商
工
組
合
中
央
金
曜
は
昭
和
十
一
年
五
月
白
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
(
法
律
第
十
四
腕
)
に
接
い
で
同
年
八
月
十
二
日
忙
設
立
せ
ら

れ
、
十
二
月
二
十
日
よ
り
事
業
主
開
始
し
た
。
産
業
組
合
中
央
金
庫
が
産
業
組
合
系
統
の
中
植
金
融
機
関
と
し
て
産
業
組
合
及
び
そ

白
聯
合
倉
又
は
漁
業
組
合
聯
合
曾
及
び
漁
業
協
同
組
合
に
劃
す
る
資
金
供
給
及
び
調
簡
を
目
的
と
す
る
に
劃
し
て
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
は
商
業
組
合
、
同
聯
合
合
、
商
業
小
組
合
唱
工
業
組
合
、
同
聯
合
合
、
工
業
小
組
合
、
貿
易
組
合
及
び
同
聯
合
舎
に
封
ず
る
中

植
金
融
機
関
止
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
設
立
以
来
四
年
僚
を
終
て
漸
く
事
業
基
礎
を
確
立
し
た
の
み
左
ら
宇
、
経
済

統
制
白
強
化
と
と
も
に
組
合
の
積
極
的
活
動
が
要
求
さ
れ
た
た
め
、
中
央
金
庫
白
殻
展
は
最
近
殊
に
目
売
し
き
も
の
が
あ
る
。
異
に

工
業
組
合
の
金
融
問
題
を
論
じ
た
事
が
あ
っ
た
が
、
中
央
金
庫
の
研
究
を
加
へ
て
初
め
て
金
き
を
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ザ
地
に
少
し

〈
そ
り
金
融
的
活
動
白
内
容
と
最
近
の
欣
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

商
工
組
合
中
央
金
庵
訟
第
一
僚
に
よ
れ
ば
.
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
ハ
商
業
組
合
、
商
業
組
合
職
合
台
、
商
業
小
組
合
、
工
業
組
合

工
業
組
合
聯
合
合
、

i
議
小
組
合
、
貿
易
組
合
、
貿
易
組
合
聯
合
合
、
自
動
車
話
法
事
業
組
合
及
自
動
車
道
逸
事
業
組
合
聯
合
曾
一
一
謝

ス
ル
金
融
ノ
闘
治
ヲ
闘
ん
震
必
要
ナ
ル
業
務
ヲ
笹
ム
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
し
と
定
め
ら
れ
、
政
府
出
資
五
百
高
周
と
所
属
組
合
の
出
資

商
工
血
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

七
五

帯
五
十
三
巻

七
三i

第

腕

拙稿、中小工業統制組織と金融問題(鯉済論費、第52笹第4掠)。



商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

第
主
十
一
一
一
巻

セ
ノ、

第

擁

寸ゴ
六

と
を
以
て
現
在
千
六
百
口
高
園
の
資
本
金
(
抑
込
摘
、
八
百
二
十
七
寓
五

T
闘
)
を
擁
す
る
。
叫
営
業
所
は
東
京
に
本
所
を
置
昔
、
大
阪
、
名

古
屋
、
沖
戸
、
商
問
、
間
島
、
高
山
、
札
幌
、
成
島
の
八
ケ
所
に
支
所
を
置
〈
。
早
〈
よ
り
日
本
興
業
銀
行
が
中
小
工
業
金
融
に
力

を
一
任
ぎ
、
び
い
て
組
合
に
割
し

τ
も
相
官
の
貸
付
額
を
示
し
て
ゐ
た
が
矯
め
中
央
金
庫
は
設
立
話
初
よ
り
ぞ
白
助
力
に
負
ふ
と
こ
ろ

多
〈
、
本
支
所
を
同
行
の
内
部
に
設
け
、
又
最
近
ま
で
同
行
の
一
人
口
問
を
し
て
一
部
そ
の
事
務
を
粂
ね
し
め
て
来
た
。
然
し
今
日
に
於

て
は
雨
者
は
よ
く
協
調
を
保
ち
、

一
は
個
人
貸
付
、
他
は
組
合
貸
付
と
分
野
を
劃
し
て
品
川
動
を
続
け
て
ゐ
る
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
之
に
出
資
加
入
せ
る
商
業
組
合

工
業
組
合
、

貿
易
組
合
及
び
同
聯
合
品
目
等
に
謝
す
る
金
融
機
関
で
あ

り
、
印
ち
所
属
組
合
及
び
聯
合
曾
に
射
し
て
資
金
の
融
通
を
奥
へ
る
を
本
則
と

L
、
出
資
せ
ざ
る
組
合
に
封
し
て
は
徐
裕
金
あ
る
時

に
限
り
、
知
期
貸
付
(
期
限
一
ヶ
年
以
内
、
金
額
宜
高
画
以
内
〕
を
な
し
得
る
こ
と
t
A

さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
貸
付
業
務
は
左
D
如
〈
規
定

さ
れ
て
ゐ
る
(
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
二
十
八
棟
及
ぴ
定
款
第
二
十
一
時
三

所
属
組
合
又
は
所
属
聯
合
舎
に
封
L
揖
保
を
徴
せ
干
し
て
五
年
以
内
の
定
期
償
還
貸
付
を
矯
す
こ
と

所
属
組
合
又
は
所
属
聯
合
舎
に
封
L
措
保
を
徴
せ
ず
し
て
二
十
年
以
内
四
年
賦
償
還
、
半
年
賦
償
還
又
は
月
賦
償
還
貸
付
を
鋳
す
こ
と

所
周
組
合
又
は
所
属
櫛
合
曾
に
封
し
手
形
の
割
引
又
は
首
座
預
金
貸
越
を
怨
す
こ
と

但
し
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
吉
は
乙
れ
ら
む
揚
合
指
保
を
徴
し
て
も
斧
支
在
い
。
預
金
業
務
に
つ
い
て
は
罰
金
者
を
か
〈
の
如
く

所
周
組
合
に
限
定
せ
十

「
商
業
組
合
、
商
業
組
合
聯
合
曾
、
商
業
小
組
合
、
工
業
組
合
、
工
業
組
合
聯
合
官
、
工
業
小
組
合
、
貿
易
組
合
、
貿
易
組
合
聯
合
官
、
自
動
車
運
誌

事
業
組
合
、
自
動
車
渥
詮
事
業
組
合
聯
合
官
、
公
共
闘
怯
其
の
他
替
利
を
目
的
と
せ
ざ
る
法
人
よ
り
の
預
金
白
受
入
を
儒
す
こ
と
」

と
定
め
ら
れ
、
又
附
随
業
務
は
改
の
如
き
も
り
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

所
属
組
合
又
は
所
属
聯
合
曾
D
鵠
に
荷
錆
替
手
形
に
闘
す
る
保
静
業
務
を
錯
す
こ
と



四三

所
属
組
合
又
は
所
周
輔
合
曾
の
鴻
に
内
岡
錦
替
業
轄
を
鋳
す
こ
と

所
属
組
合
又
は
所
属
聯
合
舎
の
符
に
有
情
罷
券
の
保
護
預
り
又
は
委
託
頁
買
を
儒
す
こ
と

所
属
組
骨
又
は
所
属
聯
合
合
四
億
に
其
の
出
費
抑
品
企
の
受
入
又
は
其
白
配
常
金
の
支
持
の
取
扱
を
錦
す
こ
と

徐
裕
金
の
運
用
は
前
識
の
非
所
属
組
合
忙
劃
す
る
一
却
期
貸
付
の
ほ
か
、
岡
償
設
第
、
地
方
債
読
恭
又
は
主
務
大
佐
の
認
可
を
受
け

た
る
有
侭
読
把
仙
の
買
入
を
潟
す
と

F
及
び
、
大
臓
省
預
金
部
若
は
宇
一
務
大
臣
白
認
可
を
受
け
た
る
銀
行
へ
の
政
金
又
は
郵
便
貯
金
と

錦
ナ
E
と
に
隈
定
さ
れ
る
(
同
世
第
二
十
九
悼
及
V
定
款
第
三
+
僚
)
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
そ
の
業
務
を
以
上
の
貸
付
、
預
金
及
び
附
随
業
務
忙
限
定
さ
れ
、
他
の
も
の
は
全
く
之
を
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ

る。
4

ん
も
貸
付
に
用
ふ
べ
き
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
出
資
金
及
び
預
金
に
侠
つ
ば
か
り
で
な
〈
、
抑
込
資
本
金
額
の
十

倍
ま
で
の
商
工
債
券
の
殻
行
及
び
借
入
金
陀
よ
る
と
と
が
出
来
る
。

か
〈
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
所
鴎
組
合
に
謝
す
る
貸
付
を
そ
の
中
心
業
務
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
之
に
つ
い
て
少
し
く
詳
細
に
見

る
己
と
と
す
る
。

貸
付
を
形
式
の
方
副
か
ら
見
る
と
定
期
償
還
貸
付
と
制
賦
償
還
貸
付
と
に
分
た
れ
る
。
定
期
償
還
貸
付
は
期
限
到
来
と
と
も
に
全

額
を
緋
済
せ
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
斗
期
限
五
年
以
内
の
詮
書
貸
付
と
、
二
期
限
一
年
以
内
(
手
形
期
日
は
九
十
日
以
内
)
の
手
形
貸

付
と
あ
る
。
叉
割
賦
償
還
貸
付
は
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦
白
方
法
に
よ
り
分
割
償
還
せ
し
む
る
も
の
で
、
↓
期
限
五
年
以
内
(
据

置
期
間
一
年
以
内
)
、
月
賦
、
半
年
賦
又
は
年
賦
の
皆
遇
制
賦
貸
付
と
、
二
期
限
五
年
を
超
え
二
十
年
以
内
(
据
置
期
間
五
年
以
内
)
、
月

賦
、
乍
年
賦
又
は
年
賦
の
特
別
割
賦
貸
付
と
白
別
が
あ
る
。
期
限
五
年
を
以
て
普
通
割
以
貸
付
と
特
別
割
賦
貸
付
と
を
分
つ
の
は
、

商
工
租
合
中
央
金
障
に
つ
い
て

務
五
十
=
一
巻

セ
七

第

掠

七
七



商
工
組
合
中
央
辛
一
庫
に
つ
い
て

第
王
十
三
巻

七
f¥、

第

腕

-i; 
丹、

後
者
の
線
額
が
排
込
資
本
金
額
及
び
商
工
償
然
護
行
額

(
割
引
商
工
債
券
を
陪
〈
)

の
合
計
額
白
一
一
分
の
一
を
趨
ゆ
る
己
と
を
得
左
い

と
い
ふ
制
限
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

手
形
の
割
引
は
所
属
組
合
並
に
所
属
聯
合
合
受
取
わ
の
商
業
手
形
に
限
り
行
ふ
。
期
限
は
原
則
と
し
て
九
十
日
以
内
と
さ
れ
て
ゐ

る
。
何
れ
の
形
式
に
せ
よ
一
組
合
K
謝
す
る
貸
出
(
貸
付
、
手
掛
川
白
割
引
又
は
保
詮
)
は
一
際
二
百
高
闘
を
最
高
限
度
と
し
た
。

中
央
晶
止
T

属
。
貸
出
方
法
に
で
特
異
性
あ
る
は
脱
皮
契
約
で
あ
る
。
従
来
中
央
金
庫
の
貸
出
が
組
合
理
事
者
の
個
人
連
帯
保
設
を
保

件
と
し
た
る
に
針
し
て
、
組
合
側
よ
り
手
績
の
煩
波
及
び
浬
事
者
白
責
任
過
章
一
と
い
ふ
苦
情
が
誠
一
べ
ら
れ
た
。
之
が
矯
め
い
槻
期
資
金

に
つ
い
て
は
中
央
金
庫
と
組
合
と
の
間
に
一
定
期
間
に
つ
い
て
珠
め
最
高
限
度
白
契
約
E
矯
し
置
吉
、
己
の
時
に
組
合
理
事
者
の
個

人
連
帯
保
設
を
求
め
、
限
度
内
で
の
個
々
の
貸
付
白
揚
合
に
は
理
事
一
人
の
著
名
に
て
足
る
と
と
も
ミ
す
れ
ば
、
少
〈
と
も
手
績
の
煩

現
は
一
部
除
か
れ
る
。
額
度
契
約
聖
昭
和
十
三
年
末
上
り
賓
施
し
た
所
以
で
あ
る
。
都
度
契
約
の
期
限
は
原
則
と
し
て
一
ヶ
年
で
あ

る
か
ら
短
期
費
金
の
た
め
に
利
用
せ
ら
れ
、
貸
付
は
九
十
日
以
内
の
手
形
を
中
央
金
摩
が
割
引
く
と
い
ふ
形
式
で
行
は
れ
る
。
最
高

限
度
は
借
入
令
福
の
累
計
を
抑
へ
る
も
の
で
左
く
、
借
入
金
現
在
高
を
劃
す
る
に
過
ぎ
注
い
か
ら
‘
期
限
内
は
遁
宜
白
金
額
づ
i
h

反

復
利
用
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
と
の
制
度
は
常
康
貸
越
の
如
く
預
金
の
存
在
主
前
提
と
し
た
い
鮪
で
之
と
具
る
。

現
在
極
度
契
約
は
相
常
白
利
用
を
見
、
之
に
基
〈
貸
出
高
は
昭
和
十
五
年
八
月
末
に
於
て
(
本
所
の
み
に
つ
い
て
)

勤
し
て
約
二

O
%、
短
期
資
金
貸
出
高
『
劃
し
て
五
三
劣
を
占
め
あ
。
極
度
契
約
舗
に
針
す
る
賓
際
の
貸
出
現
主
高
の
割
合
は
最
初

六
割
程
度
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
八
、
九
割
に
上
っ
て
ゐ
る
。

貸
出
高
合
計
に

貸
出
を
用
途
別
に
見
る
と
き
は
次
D
五
種
と
な
る
。

組
合
の
共
同
設
備
に
封
ナ
る
長
期
賛
金

商工組合中央金庫、商工金融、第3巻第9腕。
商工組合中央金庫談。2) 



組
合
白
共
同
仕
入
事
業
の
た
め
の
姐
期
黄
金

組
合
白
非
同
版
画
民
事
業
の
た
め
の
姐
期
資
金

四

組
合
が
組
合
員
に
劃
す
る
金
融
を
行
ひ
、
又
聯
合
舎
が
粗
合
に
到
す
る
費
金
白
供
給
を
行
ふ
た
め
り
費
金
、
師
ち
韓
貸
費
金

其
の
他
、
例
へ
ば
組
合
が
以
上
白
畑
き
事
業
白
た
品
起
し
た
る
嘗
債
白
整
理
費
金
な
E

五こ
れ
ら
の
中
、
首
初
は
商
業
組
合
及
び
工
業
組
合
の
共
同
仕
入
資
金
に
針
す
る
貸
出
が
最
も
多
く
、
之
に
次
い
で
工
業
組
合
の
共

金
と
が
大
部
分
配
占
め
る
(
こ
の
黙
に
つ
き
で
は
更
に
後
遺
)
。

同
販
責
資
金
の
融
通
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
物
資
配
給
統
制
に
作
ふ
共
同
仕
入
資
金
と
縛
業
の
潟
め
の
共
同
作
業
揚
に
封
ず
る
資

か
く
て
こ
れ
ら
資
金
用
途
は
中
小
商
エ
業
政
策
を
直
接
に
反
映
し
、
中

央
金
庫
は
近
来
頓
に
貸
出
額
を
増
大
す
る
と
共
に
、
闘
策
的
金
融
機
関
白
色
彩
を
強
く
す
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
如
き
融
通
に
針
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
如
何
に
資
金
を
調
達
し
て
ゐ
る
か
、
帥
ち
金
庫
の
資
金
構
成
は
如
何
た
る
欣

が
激
増
せ
る
揚
合
に
は
、
貸
出
に
比
し
て
商
工
業
組
合
よ
り
の
預
金
は
多
き
を
期
待
し
得
べ

態
で
あ
る
か
。
元
来
商
工
業
組
合
?
っ
ち
金
融
事
誕
を
行
へ
る
も
の
は
さ
し
亡
多
く
た
〈
、
殊
に
最
近
の
如
く
統
制
の
た
め
の
組
合

く
も
左
い
。
己
の
姑
に
告
い
で
一
般
銀
行
は
勿
論
、
産
業
組
合
中
央
金
庫
に
比
し
て
も
大
た

る
差
異
が
あ
る
。

印
ち
商
工
業
組
合
相
且
問
の
金
融
の
調
節
hz
困
る
上
り
も
、

中
央
金
庫

自
身
の
信
用
に
よ
り
外
部
か
ら
調
建
し
た
る
資
金
を
組
合
に
供
給
す
る
と
と
ろ
に
特
色
が
あ

る
。
従
っ
て
或
は
商
工
債
務
を
褒
行
し
、
或
は
日
本
興
業
銀
行
そ
り
他
白
金
融
機
関
よ
り
の

併
入
金
に
よ
っ
て
得
た
る
資
金
が
中
心
を
在
し
て
ゐ
る
。
い
ま
昭
和
十
戸
年
四
月
末
の
資
金

逗
別
概
況
の
貸
方
を
以
て
と
の
貼
を
分
析
す
れ
ば
下
表
白
如
く
た
る
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

第
五
十
一
一
一
巻

商工組合中先金庫運用賞金

(軍位千国)

5，000 

体1表七

九

3，27δ 

52，053 

8，065 

20，588 

2，255 

政府掛込済出費金

組合梯込済問資金

金

金

金

券投行高

入

g 
A 

債

預

借

イ匝

傍

観

七

九



商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

第
宜
十
=
一
巻

上
表
に
よ
れ
ば
商
工
債
務
の
強
行
に
上
つ
で
約
五
千
一
一
百
寓
闘
を
調
達
せ
る
を
第
一
と
し
、
弐
い
で
興
業
銀
行
、
保
険
舎
一
川
等
よ

り
の
借
入
金
が
約
二
千
寓
闘
あ
る
。
組
合
及
び
同
聯
合
合
よ
り
の
預
り
金
は
八
百
高
園
に
遁
ぎ
中
、 ハ、

O 

第

披

lC 
O 

叉
政
府
及
び
所
属
組
合
の
出
資

ら
ね
。
荒
し
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
凡
平
一
一
系
統
の
一
資
金
を
調
建
し
之
を
具
つ
も
凡
形
式
で
貸
付
け
る
。

金
は
偉
業
用
財
産
等
に
別
ひ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
設
で
商
工
債
務
に
よ
る
資
金
に
は
種
々
り
も
の
が
あ
る
己
と
を
注
意
せ
ね
ば
な

一
は
自
己
の
資
金
を
自
己
の

形
式
に
よ
っ
て
貸
付
け
、
他
は
中
央
金
庫
が
た
ピ
経
州
機
闘
と
し
て
預
金
部
資
金
を
預
金
部
の
融
通
規
程
に
従
っ
て
貸
付
け
る
の
で

あ
る
。
賓
際
の
貸
付
形
式
は
何
れ
の
揚
合
も
犬
差
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
中
央
金
庫
内
部
に
岩
村
る
取
扱
は
別
個
に
行
は
れ
、
到
令
-

部
資
金
り
揚
合
は
頂
金
部
が
商
工
債
務
を
引
受
け
る
形
式
を
と
っ
て
中
央
金
庫
の
建
用
資
金
と
た
る
。
し
か
も
他
方
自
己
資
金
も
そ

り
一
部
は
問
工
債
特
性
の
夜
行
に
よ
り
預
金
部
、
簡
易
保
険
局
長
期
三
一
般
詑
拍
仙
台
枇
長
期
、
一
ヶ
年
)
よ
り
調
達
さ
れ
る
。
従
っ
て

商
工
債
務
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
資
金
は
攻
の
如
き
も
り
を
合
む
己
在
E
A

在
る
。

一
経
由
機
関
と
し
て
預
命
部
資
金
を
受
入
れ
る
た
め
強
行
す
る
も
り

長
期
-一
自
己
養
金
を
調
達
す
る
た
め
預
金
部
、
簡
易
保
険
局
等
に
諦
L
護
行
す
る
も
白

短
期
1
割
引
債
穿
、
市
中
大
能
行
及
び
一
舵
殻
券
曾
祉
の
引
受
に
よ
っ
て
護
行
さ
れ
る
も
の

割
引
商
工
債
な
は
貨
問
高
激
増
に
封
鹿
ナ
る
一
般
金
融
市
場
と
む
結
ぴ
っ
き
と
し
て
最
近
に
認

め
ら
れ
た
も
白
で
あ
り
、
昭
和
十
五
年
七
月
以
来
四
同
に
亙
り
、
合
計
二
千
寓
園
殻
行
さ
れ
た
。

預
金
部
資
金
の
う
ち
と
の
金
庫
が
組
合
金
融
を
目
的
と
し
で
ゐ
る
た
め
各
種
組
合
普
通
事
業
資

金
が
最
も
多
い
が
、
最
近
は
特
業
の
た
め
の
共
同
作
業
揚
に
劃
す
る
中
小
商
工
業
特
換
資
金
が
増

加
し
た
。
昭
和
十
五
年
十
二
月
末
に
於
け
る
預
金
部
資
金
白
内
容
を
見
る
に
下
の
如

L
。

商工組合中央金庫にお

ける預金部資金貸付高

(車f女子園)

第 2表

16，890 

4，307 

7，245 

7 

28，462 

各締組合普昂事業重軽金

中小商工業振興資金

中小商工業時換費金

高利債f古換黄金

合 計

商工組合中央金庫調。3) 



四

商
工
組
合
中
央
金
庵
は
、
設
立
以
来
既
に
四
年
僚
を
経
過
し
た
る
の
み
注
ら
や
、
各
種
の
経
済
統
制
、
殊
に
中
小
工
業
関
係
の
統

制
が
商
業
組
合
、
工
業
組
合
等
の
組
織
を
利
加
す
る
こ
と
極
め
て
多
く
友
っ
た
矯
め
、
と
れ
ら
に
闘
す
る
資
金
需
要
を
充
ナ
事
を
要

請
さ
れ
て
最
近
は
躍
進
的
危
溌
展
を
示
し
つ
h
あ
る
。
第
三
表
の
各
事
業
年
度
末
貸
出
残
高
を
見
る
わ
一
年
毎
に
凡
そ
二
倍
に
増
加

し
、
殊
に
唱
和
十
四
、
五
年
以
来
の
貸
出
高
は
目
魔
し
い
増
加
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
、
る
愛
展
は
所
属
組
合
の
金
融
機
関
利
用
欣
況
中
忙
於
て
占
め
る
地
位
か
ら
も
窺
ふ
と
と
が
出
来
る
。
中
央
金
庫
が
昭
和
十
五

年
三
月
末
現
在
に
つ
い
て
所
属
組
合
会
部
よ
り
徴
し
た
る
報
告
に
上
れ
ば

(
同
容
組
合
設
は
畳
商
工
業
組
合
に
劃
し
て
一
一
一
掃
に
常
る
)
、

商工組合中央金庫D事

業年度末貸出残高

(草世千闘)

貸出残高

2，137 
3，421 

8，462 
10，538 
15，344 

18，8]5 

29，822 

46，998 
72，322 

商
業
組
合
が
借
入
金
の
五
O
%
を
普
通
銀
行
よ
り
得
て
ゐ
る
に
反
し
、
工
業

組
合
は
五
四
%
を
商
工
組
合
中
央
令
庫
に
仰
ぎ
、

三
三
・
四
%
を
普
通
銀
行

土
り
得
て
ゐ
る
o

特
に
工
業
組
合
に
お
け
る
資
金
供
給
者
と
し
て
の
地
位
の

年月

昭和123 

9 

1::; 3 

9 

143 

9 

15 3 

9 

16 3 

大
を
知
る
り
で
あ
る
が
、
前
年
度
調
査
に
於
け
る
そ
の
中
央
金
庫
利
用
率
三

五
・
一
%
、
普
通
銀
行
利
用
牽
三
五
・
四
%
に
比
較
す
れ
ば
中
央
金
庫
の
意
義

第 8表

の
増
大
は
特
に
急
速
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
(
主
頁
表
)
。

一一12
3

4

5

6

7

業事

業
組
合
及
び
工
業
組
合
目
職
能
が
重
大
化
し
た
己
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
立
入
っ
て
貸
出
内
容
を
検
討
す
る
と
き
は
中
小

8 

9 

か
く
の
如
き
貸
出
高
の
激
増
は
根
本
的
に
は
経
済
統
制
の
進
展
に
作
ひ
商

商
工
業
政
策
の
金
融
部
聞
へ
の
影
響
と
中
央
金
庫
の
今
後
の
動
向
を
か
た
り
明
瞭
に
知
る
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
勺
い
て

t
F
主
十
=
一
巻

告書

規

lC 

J又

商工金融、第4巻第4焼。
商工金融、第3巻第8娘。司



商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

音十
% 
48.3 

32.4 

9.8 

0.7 

2.1 

2.5 

3.9 

100.0 

(金額草枕千固)

貿易組合
巧4
7.4121，314 
54副14，298

31.01 4，318 

334 

965 

1.81 1，11生

d.21 1，738 
100.0144，086 

合

1

8

2

 

4

0

7

 

8

1

 

0

9

6

 

1

2

6

 
5
 

商工業組合白金融機関利用扶況

商業組合
出

37.5 

50.2 

5.9 

0.9 

0.8 

1.1 

3.3i 

100.0i 

工業組合
出
54司5，822
23引7，116
11剖 837

O.引 138

2剖 125

3到 159

4.引 470

100.0114，171 

商工組合中央金庫 I53950

昔話銀行 I6，879 
特別銀行 13，308 
信用組合 1 196 

聯合曾 1 839 

個人 1 945 

其他及不明 11，239 

合 計恒9，358

第 4表

第
五
十
一
一
一
巻

第

競

ノt、

/、

先
づ
昭
和
十
四
年
中
田
急
激
た
貸
出
増
加
は
主
と
し
て
工
業
組
合
白
共
同
作
業
場
設

備
費
に
針
す
る
資
金
の
融
通
に
困
る
も
白
で
あ
り
、
そ
の
他
商
業
組
合
の
共
同
仕
入
資

金
も
号
の
一
因
を
な
し
て
ゐ
る
。

ま
た
昭
和
十
五
年
中
の
増
加
は
突
の
如
き
事
情
に
基
〈
。

一
織
物
、
雑
貨
、
木
茨
、
米
穀
等
に
闘
す
る
配
給
統
制
の
た
め
商
業
組
合
よ
り
短

期
資
金
の
需
要
が
激
増
し
た
こ
と

三
所
謂
七
・
七
禁
令
の
た
め
織
物
閥
係
の
工
業
組
合
上
り
大
目
白
借
入
申
込
が
相

究
い
だ
と
と

己
預
金
怖
情
勢
。
鏑
化
上
り
普
通
銀
行
が
貸
付
を
抑
制
す
る
方
針
を
と
り
、
組
合
に

封
す
る
金
融
を
容
易
に
奥
へ
た
く
な
っ
た
矯
め
、
中
央
金
庫
に
劃
し
て
運
特
資
金
を
求

己め
と(四)る

も
の
tJ三
急
増

し
'k 
己
と

特
業
闘
係
の
共
同
作
業
場
設
備
資
金
の
需
要
が
依
然
と
し
て
相
常
額
に
上
っ
た

こ
れ
ら
の
事
情
は
昭
和
十
四
年
六
月
以
降
の
別
途
別
貸
出
高
を
一
不
す
次
表
に
明
ら
か

で
あ
る
。
先
づ
昭
和
十
三
年
末
に
僅
か
百
寓
闘
程
度
で
あ
っ
た
共
同
設
備
資
金
が
十
四

年
六
月
末
に
三
百
高
圏
、
十
五
年
三
月
末
忙
は
一
千
寓
園
を
超
え
て
、
共
同
仕
入
資
金

を
凌
ぎ
、
更
に
十
五
年
十
二
月
末
に
は
一
千
六
百
高
闘
に
達
し
た
。
こ
の
融
通
も
一
部

商工金融各競より作成。3) 



は
中
央
金
庫
の
自
己
資
金
に
よ
り
、

一
部
は
預
金
部
資
金
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
資
金
の
佐
賀
七
長
期
貸
付
で
あ
っ
て
他
。

場
合
に
比
し
著
し
き
貸
出
高
の
浮
動
が
な
い
け
れ

E
も
、
最
近
少
し
〈
停
頓
欣
態
に
あ
る
の
は
中
小
機
械
工
業
の
整
理
と
資
材
減
少

と
の
矯
め
共
同
作
業
場
政
策
に
再
検
討
が
加
へ
ら

商工組合中央金庫用途別貸出高 (寧性千園)

商業組合、工業組合、貿易組合の合計

第呂表

I 

合計
(其他共)

15，790 
18，814 
28，687 
29，822 
36，095 
46，'998 

72，305 
72，322 

貸

4，M55 
5，101 
6，649 
6，304 
6，058 
8，457 

12，739 
8， 93~ 

韓共同版貰

I ， 07:-:~ 

891 

2，847 
2，454 
1，875 

3，214 
3，874 
2，944 

共同仕入

6，082 
7，323 
9，216 
9，591 
13，960 

18，381 
36，887 
41，654 

共同設備

3，048 
4，329 

8，437 
10，:J66 

12，630 

14，990 
16，137 
16，258 

月

昭和146 

9 

12 

1δ3 

6 

9 

12 

16 3 

年
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
η
V
て

10，091 
1l，821 

17，720 
18，784 
22，610 
29，335 
36，023 
31，076 

3，293 
3，425 
3，665 

3，128 
.3，178 

5，799 
7，037 
3，205 

合選且

935 

750 

1，130 
1 ，~59 

1，~1::l~ 

1，736 

1，886 
1，659 

業工

3，089 
3，300 
4，220 

4，378 

5，429 
6，362 
10，058 
9，090 

E 

2，361) 
3，63.~ 

7，570 
9，195 

1l，5m~ 

13，855 
14，847 
15，031 

14 6 

9 

1ヨ

153 

6 

9 

12 

16 1::1 

れ
つ
t
h

あ
る
現
献
を
反
映
し
て
ゐ
る
も
の
に
外
な

ら
な
い
。

叉
共
同
設
備
資
金
が
工
業
組
合
に
よ
っ

て
大
部
分
を
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
も
上
表
よ
り

明
ら
か
で
あ
る
。

期
資然
余る
にに
属商I
ナ記
る(ー)
も(二〉
ID(三〉
での
あ宝寄
り金
、 L土
己fnJ
のれ
うも
ち大
殊暗
に短

共
同
仕
入
資
金
は
従
来
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫

の
貸
出
中
首
位
を
占
め
て
居
り
、

一
旦
は
共
同
設

備
資
金
に
凌
駕
さ
れ
た
け
れ

E
も
、
十
五
年
半
ば

頃
よ
り
再
び
激
増
し
、
年
末
に
は
三
千
六
百
寓
闘

十
六
年
三
月
末
は
途
に
四
千
百
高
固
に
達
す
る
己

'
t
h
A
た
っ
た
。
今
や
中
央
金
庫
栂
貸
出
高
の
六
割

を
占
め
る
欺
態
で
あ
る
。
以
て
最
近
生
活
必
需
品

の
配
給
統
制
が
念
速
に
進
展
せ
る
事
を
知
る
と
と

嘗
五
十
一
一
一
巷

傍

観

l¥. 

Fに



商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

第
五
十
三
巻

八、

四

第

腕

ノ寸、

E耳

が
出
来
る
。
共
同
販
買
資
金
は
決
し
て
多
い
と
は
言
へ
な
い
け
れ

E
も
、
十
五
年
半
ば
以
来
念
増
せ
る
は
配
給
統
制
の
進
展
と
銀
行

忙
代
る
資
金
供
給
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
最
後
に
、
は
じ
め
さ
し
た
る
増
加
を
示
さ
泣
か
っ
た
時
貸
資
金
が
同
巴
く
十
五
年
半
ば

以
降
著
し
〈
増
加
し
た
の
は
主
と
し
て
七
・
七
禁
令
に
針
ナ
る
前
後
虚
置
の
た
め
織
物
関
係
白
工
業
組
合
が
大
口
の
借
入
を
た
し
た

結
果
で
あ
る
。
か
く
白
如
き
経
済
界
の
念
療
に
際
し
て
普
通
銀
行
友
ら
ば
貸
付
を
臨
時
路
す
る
の
に
拘
ら
宇
中
央
金
庫
が
か
L

る
大
口

円
0

0
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0
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東京府繊維製品小賀商業組合職告曾

滋賀廓夕食般小賀商業組合聯合曾

手H酷山軍事米韓小賀商業組合聯奇骨

薩摩搬軒工業組合

4τ

持

品

の

旦

守

斗

官

r
e
!
d

、11
、
，
t
1
1
J
ベi
J
1

、

持

M

w

u

f

需

品

吹

〆ι
1
1
j
ベ!
i
1

、

丹後縮緬工業組合

全園中等皐校制服商業組骨

長野臥米殿小賀商業組合聯合曾

京都生締縮緬卸商業組合

間井車系米穀卸商業組告

鳥取麟雑穀卸商業組合

石川盟系米穀小賀商業組合都合脅

日本繊維製品小賀商業組合聯合曾

合+

者

貸
出

ι臆
宇
る
と
と
ろ
に
特
殊
金
融
機

闘
と
し
て
白
特
色
が
琵
揮
さ
れ
た
わ
け

で
あ
る
。

い
ま
十
五
年
十
月
以
降
十
六
年
一
月

頃
ま
で
の
大
口
短
期
資
金
の
貸
出
先

(
百
寓
固
以
上
回
み
を
掲
「
)
を
示
吐
ば
上

白
如
〈
、
日
用
必
需
品
の
配
給
統
制

ι

闘
す
る
も
の
が
多
〈
、
貸
付
の
形
式
は

前
述
D
極
度
契
約
を
利
用
せ
る
も
の
が

月
の
手
形
貸
付
が
普
通
で
あ
る
。
又
か
〈
の
如
き
急
激
に
増
加
す
る
資
金
需
要
に
針
し
て
は
預
金
部
資
金
、
特
に
各
種
組
合
普
通
事

凡
そ
半
数
を
占
め
、
何
れ
も
期
限
三
ケ

全日本洋服商業組合聯骨骨

秋田豚米韓両業組合嚇骨曾

北海誼雑殿00t掛商業組合職骨骨

子葉肱夕食穀商業組合聯合曾

愛知願繊維製品小責商業組合聯合曾

吉野材木商業組合聯合曾

北海道米穀小買商業組合聯合曾

北海道織椎製品小寅両業組合聯合宮

北海道地匝商業組合聯合官

長印は極度契約によるも白

業
資
金
を
も
用
ひ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
中
央
金
庫
の
自
己
資
金
に
で
賄
ム
己
と
が
多
い
や
う
で
あ
る
。



五

以
上
白
如
〈
商
工
組
合
中
央
金
庫
白
最
近
白
後
展
は
ま
と
止
に
顕
著
友
も
む
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
今
や
中
小
商
工
業
白
窮
献
は
寧

ろ
山
並
々
珪
し
く
、
た
と
ぴ
経
済
新
障
制
確
立
要
綱
が
中
小
工
業
の
維
持
育
成
を
寵
つ
で
も
、
園
防
園
家
建
設
。
要
請
あ
る
限
り
多
く

白
部
門
に
於
て
重
鮪
王
義
が
と
ら
れ
る
か
ら
、
中
小
工
業
に
多
数
D
時
廃
業
者
を
出
す
と
と
は
必
然
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
他
の
施
設

と
並
ん
で
金
融
上
の
措
置
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
己
と
も
勿
論
で
あ
っ
て
、
中
央
金
庫
は
そ
の
線
に
沿
ひ
昭
和
十
五
年
秋
以
来
安
の
如

き
積
極
的
態
度
を
決
定
し
、
之
を
順
失
賓
行
に
移
し
つ
i
A

あ
る
。

↓
中
小
商
工
業
者
を
可
及
的
に
集
圏
的
に
組
合
へ
吸
牧

L
、
組
合
を
通
ビ
て
融
資
の
積
極
化
を
閣
る
。

二
各
組
合
の
事
業
が
最
近
著
し
く
掠
張
さ
れ
、
之
に
伴
っ
て
大
目
白
資
金
需
要
が
増
加
し
つ
ミ
あ
る
欣
態
に
鑑
み
、
今
後
集
園

〈
的
特
業
そ
の
他
に
つ
き
大
口
の
資
金
を
要
す
呂
場
合
に
は
、
従
来
の
貸
出
最
高
限
度
た
る
一
二
回
高
闘
を
越
え
て
も
関
係
官
局
白
許
可

を
得
て
積
極
的
に
貸
出
す
。
例
へ
ば
昭
和
十
五
年
に
東
京
府
銃
器
製
法
工
業
組
合
へ
三
百
一
一
十
寓
園
、
丹
後
縮
緬
一
ム
業
組
合
へ
三
百

五
十
高
園
貸
出
し
た
如
き

rで
あ
る
が
、
昭
和
十
六
年
五
月
か
ら
は
貸
付
最
高
限
度
を
一
串
五
百
寓
園
に
掠
張
し
、
必
要
白
揚
合
は

許
可
を
得
て
更
に
鵡
張
し
得
る
と
と
h

た
っ
た
。
最
も
耳
額
一
志
貸
付
と
し
て
日
本
繊
維
製
品
小
寅
商
業
組
合
聯
合
曾
に
謝
す
る
一
千

高
闘
の
貸
付
が
最
近
許
可
を
得
る
模
様
で
あ
る
。

三
長
期
資
金
の
貴
行
利
率
を
従
来
の
五
分
五
犀
か
ら
五
分
四
厘
に
引
下
げ
た
。
十
五
年
十
月
以
降
り
貸
出
利
率
は
次
D
如
し
。

四
中
央
金
庫
か
ら
融
資
を
う
け
た
組
合
が
経
済
情
勢
白
念
費
等
に
よ
り
一
時
的
金
融
難
に
悩
む
如
き
揚
合
に
は
、
そ
の
寅
情
に

舷
じ
償
還
方
法
の
餐
夏
、
期
限
の
猶
抽
出
与
の
特
別
措
置
を
講
宇
る
。

五

生
活
必
需
品
の
配
給
統
制
K
件
以
短
期
資
金
の
需
要
が
増
加
せ
る
に
鑑
み
、
預
金
部
と
協
調
し
て
之
が
供
給
に
努
力
す
る
。

商
工
組
合
申
央
金
庫
に
つ
い
て

第
五
十
三
巷

^ 
五

第

観

F丸

五

商工金融、第3巷第10競等参照。
商工組合中央金庫談。
朝日新聞、昭和16年5月4目。
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商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

〔

自

己

資

金

〕

最

高

限

度

定
期
貸
付
(
謹
書
)
年
五
・
五
百
以
内

向

(

手

形

)

日

歩

了

四

銭

割

賦

貸

付

年

王

・

王

百

手

形

割

引

日

歩

了

四

銭

短

期

貸

什

日

歩

了

五

銭

営

座

貸

越

日

歩

了

六

銭

〔
預
金
部
黄
金
〕

各
種
粗
A
u
普
話
事
業
費
金

中
小
商
工
業
援
興
委
金

中
小
商
工
業
輔
換
費
量

寅
行
利
率

五
・
四
百
見
営

7
-一一銭

五
・
四
百

了
一
二
銭

7
四
銭

一
・
宜
銭

年
=
一
・
九
V
A

年
=
一
・
九
出

年

=
7
九
百

第
五
十
=
一
巻

八
六

係

強

)1、

六

六
る
金
融
指
導
に
遺
憾
た
き
を
期
す
る
。
十
五
年
七
月
よ
り
賃
施
さ
れ
た
全

今
後
業
者
に
封
ナ
る
巡
同
相
談
を
更
に
活
援
化
し
、
業
者
に
掛
す

園
各
府
牒
駐
在
員
の
制
度
も
と
の
方
閣
で
漸
く
妓
果
を
あ
げ
つ
L
あ
る
や

う
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
積
極
的
融
資
方
針
は
営
然
に
、
事
業
の
基
礎
と
機
構
を
横

大
し
て
十
分
友
活
動
力
を
得
る
た
め
に
増
資
問
題
を
浮
び
上
ら
せ
る
事
と

在
る
。
事
賞
、
従
来
も
そ
の
活
動
力
の
殻
展
に
伴
っ
て
毎
年
二
百
寓
国
乃

を
行
ふ
筈
で
あ
り
、
殊
に
今
岡
は
政
府
よ
り
も
千
寓
風
乃
至
千
五
百
寓
園
白
出
資
を
増
額
す
る
こ
と
を
中
請
中
で
あ
る
と
い
ふ
c

然

至
二
百
五
十
高
閣
を
増
資
し
て
来
た
し
、
十
六
年
に
は
第
四
阿
目
の
増
資

し
暴
に
も
述
べ
た
る
如
〈
出
資
金
は
貸
出
の
売
め
の
資
金
調
達
法
と
し
て
は
殆
ど
意
義
を
も
た
や
、
寧
ろ
事
業
の
基
礎
で
あ
り
、
機

構
撰
大
の
手
段
と
な
る
に
止
ま
る
。
唯
増
資
は
別
に
突
の
二
つ
の
意
味
を
も
っ
て
ゐ
る
と
と
も
見
逃
し
得
な
い
。
即
ち
第
一
に
現
在

白
所
属
組
合
が
金
組
合
数
の
三
分
白
一
に
過
ぎ
や
、
商
工
業
組
合
等
の
巾
植
的
金
融
機
関
と
し
て
白
寅
主
十
分
に
事
げ
難
い
た
め
、

増
資
を
機
曾
に
所
属
組
合
白
増
加
を
悶
る
。
ま
た
第
二
忙
は
、
己
主
数
年
来
組
合
D
新
設
多
〈
、
そ
れ
ら
が
出
資
を
欲
し
て
も
、
現

る
要
求
に
腹
中
る
。

在
の
所
属
組
合
の
持
分
を
譲
り
受
け
る
ほ
か
塗
友
〈
、
従
っ
て
持
分
に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
く
現
放
で

b
る
か
ら
、
増
資
を
以
て
か
a
A

穴

以
上
に
よ
っ
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
O
活
動
白
犬
要
は
明
ら
か
に
在
っ
た
と
息
ふ
が
、
こ
れ
か
ら
我
々
は
乙
の
金
融
機
関
白
特
殊



性
と
今
後
の
問
題
と
を
う
か
ピ
ふ
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

前
に
述
べ
た
る
如
〈
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
商
業
組
合
、
工
業
組
合
、
貿
易
組
合
及
び
そ
れ
ら
の
小
組
合
、
聯
合
舎
等
の
中
枢
金

融
機
関
と
い
は
れ
、

E
に
そ
白
通
り
で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
植
的
金
融
機
関
と
い
ふ
意
味
が
産
業
組
合
中
央
金
庫
の
如
き
場
合
と
は

異
る
。
邸
ち
産
業
組
合
の
揚
合
忙
は
信
用
組
合
の
活
動
が
相
首
に
活
滋
で
あ
っ
て
、
中
央
金
庸
は
そ
の
徐
裕
金
を
預
り
金
と
し
て
受

入
れ
る
可
他
方
信
用
組
合
の
運
用
資
金
と
併
せ
て
そ
白
他
産
業
組
合
の
各
種
活
動
の
た
め
の
資
金
を
供
給
す
る
。
郎
ち
己
主
で
は
産

業
組
合
の
金
融
的
活
動
の
中
植
機
関
と
い
ふ
意
味
が
強
い
。
之
に
反
し
て
商
業
組
合
、
工
業
組
合
及
び
貿
易
組
合
で
は
今
日
た
ほ
そ

の
金
融
的
活
動
は
さ
し
て
発
展
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
己
れ
ら
か
ら
中
央
金
庫
が
受
入
れ
る
預
り
金
は
φ
額
で
あ
り
、
組
合
に
針
ず
る

貸
出
も
大
部
分
は
組
合
の
金
融
的
活
動
以
外
の
矯
め
に
す
る
も
白
が
多
い
。
時
貸
資
金
の
融
通
が
少
〈
、
共
同
設
備
、
共
同
仕
入
等

に
岬
到
す
る
資
金
白
一
融
通
多
き
を
見
上
。
従
っ
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
商
業
組
合
、
工
業
組
合
及
び
貿
易
組
合
白
各
種
祈
動
に
針

L

て
金
融
的
援
助
を
輿
へ
る
、
特
殊
金
融
機
関
と
し
て
働
ぐ
わ
け
で
あ
り
、
或
は
中
植
的
金
融
機
関
と
い
ふ
よ
り
も
む
し
ろ
特
殊
的
専

門
的
金
融
機
闘
と
い
っ
た
方
が
営
る
で
あ
ら
う
。
今
円
の
如
〈
統
制
の
た
め
に
組
合
が
頻
り
に
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
職
能
が
協
同

組
合
的
活
動
よ
り
も
配
給
統
制
、
若
ぐ
は
鞠
業
施
設
と
い
ム
知
に
あ
る
限
り
、
近
昔
将
来
に
そ
れ
ら
白
金
融
的
荊
動
の
殻
展
を
望
む

こ
と
は
容
易
で
左
い
。
と
は
言
へ
、
決
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
D
意
義
は
決
し
て
減
少
す
る
も
の
で
は
な
い
。

我
闘
の
産
業
組
合
が
今
日
む
褒
展
を
見
る
に
至
り
、
資
本
主
義
経
済
白
進
行
。
中
に
あ
っ
て
農
村
白
衰
類
を
或
高
再
開
度
ま
で
食
ひ

止
め
る
上
に
貢
献
を
な
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
中
小
商
業
者
と
摩
擦
を
起
す
ま
で
に
な
っ
て
ゐ
る
り
は
、
決
し
て
農
民
の
自
主
的
努

力
白
結
果
と
白
み
一
一
昌
へ
な
い
。
寧
る
政
府
の
長
期
に
亙
る
積
極
的
保
護
あ
れ
ば
と
そ
出
来
た
心
で
あ
る
と
と
は
殆

E
疑
ひ
を
容
れ
友

い
。
中
小
商
工
業
者
も
経
済
環
展
。
進
行
に
つ
れ
て
多
一
〈
の
座
迫
を
う
け
る
と
と
は
今
夏
論
十
る
ま
で
も
た
い
が
、
己
t
A

で
も
組
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

第
主
十
=
-
懇

F、
七

第

規

F、
七

東畑精一、農村問題の話相、 367頁以下、高田保局、民按左輯情。
拙稿、下請制工業の園民組摺的意義(経済論護、第52巻第z競)。2) 



商
エ
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て

第
五
十
三
一
巻

F、
^ 

体

競

y、
1¥‘ 

制
度
の
護
展
が
彼
等
の
事
業
維
持
の
上
に
少
か
ら
ね
支
柱
と
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、
国
家
白
中
小
工
業
保
護
政
策
は
己
誌
に
も
力
結

を
置
か
る
べ
き
で
あ
り
、
従
来
に
比
し
て
一
居
の
積
極
化
が
由
主
主
れ
ね
ば
左
ら
ね
。
た
Y

E
の
場
合
商
業
組
合
、
工
業
組
合
自
身
の

金
融
的
活
動
D
護
展
せ
ざ
る
事
情
に
つ
い
て
も
根
本
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
又
こ
れ
ら
組
合
の
金
髄

ι封

す
る
専
門
的
金
融
機
関
た
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
謝
し
て
は
十
分
の
国
家
の
保
護
援
助
が
興
へ
ら
れ
て
よ
い
ロ

今
日
既
に
経
済
再
編
成
白
過
程
に
沿
い
て
負
は
さ
れ
た
組
合
の
使
命
が
重
大
化
す
る
に
つ
れ
て
、
モ
の
資
金
的
援
助
に
中
央
金
庫

は
相
営
の
働
き
を
し
て
ゐ
る
己
と
、
凡
そ
上
記
の
と
と
ろ
か
ら
知
る
と
と
が
出
来
る
。
し
か
も
経
済
欣
勢
の
激
愛
に
際
し
て
普
通
銀

行
(
特
に
地
方
銀
行
)
モ
白
他
白
金
融
機
闘
が
貸
付
を
喜
ば
友
い
と
き
に
も
中
央
金
庫
は
之
を
敢
へ
で
し
た
。

E
れ
ら
金
融
機
関
が
職

時
に
た
い
て
は
公
債
消
化
と
生
産
力
摘
充
資
金
の
供
給
と
い
ふ
一
一
大
使
命
を
も
っ
て
そ
D
達
成
に
逼
進
し
な
け
れ
ば
友
ら
注
い
限
り

彼
等
が
中
小
商
工
業
金
融
に
力
を
託
が
友
い
の
は
或
る
程
度
ま
で
己
む
を
得
た
い
。
と
す
れ
ば
中
小
商
工
業
者
の
組
織
す
る
組
合

に
封
し
て
中
央
金
庫
の
如
昔
金
融
機
闘
が
政
府
の
保
護
を
う
け
て
積
極
的
活
動
を
な
す
こ
と
は
む
し
ろ
極
め
て
必
要
と
い
は
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

勿
論
己
の
場
合
、
現
在
の
組
合
が
負
は
さ
れ
て
ゐ
る
職
能
が
車
に
協
同
組
合
的
、
相
互
扶
助
的
友
も
り
で
一
な
く
て
、
配
給
統
制
の
如

き
公
共
的
左
も
の
を
も
含
み
、
ぞ
れ
が
た
め
商
業
組
合
、
工
業
組
合
白
大
多
数
が
精
鑓
質
し
て
ゐ
る
か
ら
、
最
近
の
商
工
組
合
中
央

金
庫
の
活
動
を
以
て
帰
来
を
推
し
問
題
の
喜
一
部
が
解
決
さ
れ
つ
L

あ
る
と
考
へ
る
己
と
は
出
来
危
い
。
又
中
央
金
庫
の
活
動
が
各
地

方
へ
浸
潤
し
て
ゆ
〈
に
つ
れ
、
反
産
運
動
忙
も
似
た
地
方
金
融
機
関
と
の
摩
擦
が
起
る
己
と
は
諌
想
さ
れ
る
。
事
賞
、
従
来
地
方
的

危
高
金
利
に
よ
っ
て
地
方
的
金
融
を
行
っ
て
ゐ
た
銀
行
が
、
中
央
金
庫
の
積
極
的
進
出
に
伴
ひ
、
組
合
と
い
ふ
相
営
な
顧
客
h
f
失
ひ

っ
L
あ
り
、
た
め
に
地
方
銀
行
が
E
D
賄
虻
う
き
陳
情
を
友
し
た
己
と
を
聞
い
て
ゐ
る
が
、
然
し
乍
ら
中
小
商
工
業
政
策
、
殊
に
之

に
封
す
る
金
融
施
設
の
蹟
充
由
必
-
安
か
ら
し
て
か
ミ
る
摩
擦
も
全
く
己
む

E
得
な
い
と
己
ら
で
あ
る
。




